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本日の主な内容
1. 導入までの経緯（2017～2020年）

2. はじめの一歩（2021年）

3. 現在地（2022年）

4. 遡及入力（2021～2022年）

5. つぎの一歩（2023年）

6. 今後の展開（2024年～）

・IFLA「国立図書館におけるジャンル・形式用語
の実務に関する調査」
・国立国会図書館書誌データ作成・提供計画
2018-2020

・4つのジャンル・形式用語を和図書から
・国立国会図書館書誌データ作成・提供計画

2021-2025

・３つのジャンル・形式用語を追加
・和逐次刊行物、非図書に適用拡大

・2020年12月までに作成した書誌への機械入力

・新たなジャンル・形式用語の追加
・新たな資料群への適用拡大

・新たな資料群への適用拡大
・新システムに向けて
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1. 導入までの経緯（2017～2020年）

⚫国立図書館におけるジャンル・形式用語の実務に関する調査

（2017年、IFLA主題分析・アクセス分科会）

IFLA Survey on Genre/Form Practices in National Libraries
https://cdn.ifla.org/files/assets/classification-and-
indexing/ifla_genre_form_survey_report_20171110.pdf

・各国の国立図書館におけるジャンル・形式用語の適用状況、意義と
課題等を調査

・77館から回答あり
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https://cdn.ifla.org/files/assets/classification-and-indexing/ifla_genre_form_survey_report_20171110.pdf
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1. 導入までの経緯（2017～2020年）
⚫ ジャンル・形式用語を使用しているか、使用の予定がありますか？（77館回答）

使用している

65%使用の予定がある

10%

使用していない

25%
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1. 導入までの経緯（2017～2020年）

⚫ジャンル・形式用語の利点と課題（52館回答・自由記述）

利点

課題
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ユーザエクスペリエンスを豊かにすることができる
・検索やファセット機能の強化
・件名標目単体よりも資料にアクセスしやすくなる
・資料の識別の向上 など

多くの館がコスト負担（専門家、資金、時間の不足）を挙げた
ほかには、
・ジャンル・形式の判断の難しさ
・既に件名標目となっている、または件名標目との混同



1. 導入までの経緯（2017～2020年）

⚫日本（NDL）の当時の回答

・ジャンル・形式用語を使用していない。使用する予定はない。

・件名標目に形式細目を使用している。（件名標目の補助的な役割）

例：医学--日本--歴史--江戸時代--史料--書目

ジャンル、媒体、時間など様々な視点からの検索効率化

ファセット検索の実現

ジャンル・形式用語を構築・運用するための知識、人的資源の不足

→導入のハードル

利点

課題
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1. 導入までの経緯（2017～2020年）

⚫国立国会図書館書誌データ作成・提供計画2018-2020

３ 書誌データ提供の強化 （2）典拠コントロールの拡大

③ジャンル形式用語の導入･･･より多様な検索方法の提供

例：漫画（海外の日本研究者等からの要望が高い）

※内部システムのリニューアル（2021年1月）を機に導入

•分類記号でなく用語で表現→分類記号を知らなくても検索可
•様々な主題についての資料を形式でひとまとめにする
（特定の主題からの、形式細目による細分化とは異なる）

の克服･･･小さな一歩から始める

• 4つの用語を導入、細分化しない

利点

課題
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2. はじめの一歩（2021年）

議会資料 漫画 児童図書 児童雑誌 LLブック 楽譜 アニメ ゲーム 住宅地図

図書 ✔ ✔ ✔ － ✔ － － －

録音資料 － － － － － － － － －

映像資料 － － － － － － －

電子資料 － － － －

非図書資料 － － － － － － －

逐次刊行物 － － － － － －

地図資料 － － － － － － － －
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前提：NDLの蔵書構成

• 図書（冊子体の楽譜、地図帳を含む。ただし住宅地図は除く。）
• 非図書資料 ①録音資料

②映像資料

③有形の電子資料（CD,DVD等）

④その他の非図書資料（マイクロ資料、楽譜（綴じていない
もの）、カード式資料、静止画像資料、点字資料）

• 逐次刊行物（逐次刊行される非図書資料を含む。）
• 地図資料（一枚もの、住宅地図）

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/ncr_regulations/index.html
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2. はじめの一歩（2021年）

・資料の選択に有用なもの

・分類記号などから効率的に付与が可能なもの

●●議会資料

●●児童図書

●●漫画

● LLブック

・2021年１月、和図書（国内刊行洋図書を含む）から適用開始
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米国議会図書館ジャンル・形式
用語表（LCGFT）などを参考に

しつつ用語を確定



2. はじめの一歩（2021年）

⚫国立国会図書館書誌データ作成・提供計画2021-2025

https://www.ndl.go.jp/jp/library/data/bibplan2025.pdf

6 取組事項 (1) 書誌データ機能の強化

①典拠データの拡充

・（著作及び）ジャンル・形式用語の典拠データについて、

・運用対象とする資料群の拡大

・令和 2 年 12 月までに作成した書誌データへの遡及入力
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3. 現在地（2022年）

12

議会資料 漫画 児童図書 児童雑誌 LLブック 楽譜 アニメ ゲーム 住宅地図

図書 ✔ ✔ ✔ － ✔ ✔ － － －

録音資料 － － － － － － － － －

映像資料 － － － － － － ✔ ✔ －

電子資料 － － － － ✔ ✔

非図書資料 － － － － ✔ － － －

逐次刊行物 ✔ ✔ － － － － － －

地図資料 － － － － － － － －



3. 現在地（2022年）

⚫用語の追加（2022年4月）

・資料種別をまたぐもの

・NDC・NDLCでは発見し難いもの

●楽譜（冊子体＝図書扱い、綴じていないもの＝非図書）

●アニメーション

●コンピュータゲーム
媒体によりNDLCが異なる
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(例) YH239: CD>ゲーム
YH259: DVD>ゲーム



3. 現在地（2022年）

⚫付与対象資料群の拡大

・和逐次刊行物

・議会資料、漫画：2022年1月～

・和非図書資料

・楽譜： 2022年4月～

・和映像資料、電子資料

・アニメーション、ゲーム： 2022年4月～
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いずれも
国内刊行洋の資料を

含む
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3. 現在地（2022年）

⚫国立国会図書館ジャンル・形式用語表（National Diet Library 
Genre/Form Terms; NDLGFT）

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index
.html

⚫国立国会図書館ジャンル・形式用語作業指針

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/pdf/
genre_manual_202204.pdf

https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/pdf/genre_manual_202204.pdf
https://www.ndl.go.jp/jp/data/catstandards/classification_subject/pdf/genre_manual_202204.pdf


3. 現在地（2022年）
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3. 現在地（2022年）
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3. 現在地（2022年）
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3. 現在地（2022年）
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3. 現在地（2022年）
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4. 遡及入力（2021～2022年）

⚫2020年12月までに作成した書誌へ機械的に入力

※システム上の制約により、毎週1万件前後ずつ作業

・漫画→和図書：約25万件 2021年10月～2022年10月実施済み

・児童図書→和図書（国内刊行洋図書を含む）：

約23万8千件 2022年5～10月実施済み

・LLブック→和図書：28件

一般注記「形式：LLブック」などを基に、

ジャンル・形式用語典拠へリンク
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5. つぎの一歩（2023年）
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議会資料 漫画 児童図書 児童雑誌 LLブック 楽譜 アニメ ゲーム 住宅地図

図書 ✔ ✔ ✔ － ✔ ✔ － － －

録音資料 － － － － － － － － －

映像資料 － － － － － － ✔ ✔ －

電子資料 － － － － ✔ ✔ ✔

非図書資料 － － － － ✔ － － －

逐次刊行物 ✔ ✔ － ✔ － － － － －

地図資料 － － － － － － － － ✔



5. つぎの一歩（2023年）

⚫用語の追加

・資料種別をまたぐもの

・分類記号などから効率的に付与が可能なもの

●住宅地図（冊子体＝地図、CD,DVD等＝電子）

：2023年1月～（電子は2023年4月～）

●児童雑誌：2023年1月～ ※児童図書と異なる用語

23



5. つぎの一歩（2023年）

⚫遡及入力

・議会資料→国内刊行図書：約3万6千件、2023年3月予定

・議会資料、漫画、児童雑誌→国内刊行逐次刊行物：

計約3,500件、2023年3月予定

・住宅地図→地図資料：約8万1千件

2023年1月～2023年2月作業中

2023年4月以降順次実施予定

・楽譜→図書、非図書
・住宅地図→電子資料
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6. 今後の展開（2024年～）

⚫付与対象資料群の拡大：外国刊行洋図書等

⚫用語の拡大：今後の検討課題

⚫2024年1月稼働予定の次期サービスシステムに向けて
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+



6. 今後の展開（2024年～）

・ジャンル・形式用語の利点を活かした検索の実現に向けて
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6. 今後の展開（2024年～）

⚫ジャンル・形式用語の利点（再掲）

⚫ ユーザエクスペリエンスを豊かにすることができる

・検索やファセット機能の強化

・件名標目単体よりも資料にアクセスしやすくなる

・資料の識別の向上 など

・ジャンル、媒体、時間など様々な視点からの検索効率化

・分類記号でなく用語で表現→分類記号を知らなくても検索可

・様々な主題についての資料を形式でひとまとめにする
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ご清聴
ありがとうございました
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